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本論の基礎をなす第 1 章 「和J の意味と機能において，まず「和」の語としての性質を明らかにした。第 1 節では，
やまとことば
漢字の成立や和語のあり方をふまえ， I和」の語義を六つのカテゴリーに整理した。第 2 節では， I和」の語義を，そ
のはたらきを基準に，新たに三つに分類する。そして，それぞれのカテゴリーの持つはたらきを「和j の機能として






「統一J の機能は，人間関係においては「あるグループの内部にメンバーをまとめる j ことになる。これは言い換え
れば「ある枠の中に囲い込むj ということであり，内部の一体性が極端に高まると r(該当メンバー以外の)他者を排
除する」ことも起こり得る。「和」は，基本的に集団の内部においてのみ有効な理念だからである。






「和j には 2 面性があると考えられる。集団の成員の個性や能力を増幅させ，効果的に引き出す側面と，集団に同化
できない人聞にネガティプな作用をもたらす側面である。「個性を押しつぶすj ものとしての「和j ， I排他性を持つJ
「和j ， I心に添わないことを強いる」ものとしての「和J が，決して特別なものではなく，容易に現れることは意識し
ておく必要がある。「和」の危険性は， I道徳j I倫理」として，集団への同化を強いることにある。これはときに，思
考や判断の停止をもたらすこともある。






















第 3 章 企業戦略としての「和」は，企業における「和J の使用の事例研究である。第 1 節では，経営理念におけ






第 2 節では，企業広告の一種と考えられる， 4 年制大学の新卒者が対象の就職情報誌において，理想的な状態とし
て提示される「和」のあり方を検討した。就職情報誌において「和」は，様々な形に姿を変えて用いられる。「和」と
あからさまに言わずとも， I和j の機能を備えた言い回しに託して記述されるのである。就職情報誌における「和j の














































全体は 4 章構成になっている。第 1 章では， 11和」の意味と機能」というタイトルのもとに， I和J のもつ辞書的な
意味項目を 6 つにしぼりこみ，さらにこれを「安定化J I適合化J I統一化」という三つの大きな機能として捉え直し
ている。「おだやか・なごやか・のどかJ などの，気候や性格が荒れていたものから安定した心地よい状態に移るとい
う意味グループは， I平和J を中心的な意味とする，争いがおさまって安定するという意味グループと一緒にまとめあ
げられて， I安定の機能j とされる。音楽の「和音j や，料理や薬の調合などにみられる「調和」意味は， I唱和」な
どの他者へ「声をあわせる・応える」などの意味と一つにまとめられ，調和とバランスを重視した「適合の機能」と





第 2 章では，終身雇用・年功序列・企業別組合・ゼネラリストとしての社員教育・小集団作業効率など 5 つの「日本















わけだが， 80年代以降から日本異質論が活発化してゆく。この変化の背後には， I和J に対するアメリカの解釈の変化
が重なりあっているという指摘は，十分に説得力がある。
「和J という言葉の意味の意味の機能分類から出発して，現代の日本企業の活動理念にこの機能からの視点、を導入
し，さらに「和J のもつネガティヴな側面をアメリカからの批判によって展開したこの論文は， I和」のもつ複雑な多
様性を描くのに十分成功しており，表面上あるいは論文形式上での不適切な部分はままあるものの，全体としてはす
ぐれた研究になっていると思われる。
審査委員会は本論文が学位請求論文として十分価値のあるものと認定するものである。
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